






















事例1. FAX送信元別に自動で仕分け
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制御プログラム

ファイルコピー・縦横修正
・最終ファイル日時記録

プログラム

FAXフォルダ

Gemini CLI
+送信元一覧リスト
(ファイル名変更)

元ファイル名
_送信元名.pdf

作業用フォルダ

各フォルダ作成・
ファイル振り分け

プログラム

〇〇株式会社

株式会社〇〇

〇〇有限会社

① ② ③



事例2. 請求書から請求金額を取得しExcelにまとめる
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制御プログラム

請求書フォルダ Excelファイル

請求書データはPDF化済み
各社、請求書の形式はバラバラ

Gemini CLI

各社名はExcelファイルに記載済み
該当先の所定のセルに金額を転記

① ②

Excelに数値を転記する
プログラム



事例3. 商品販売・在庫管理システムの構築
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商品販売・在庫管理
システム

自店舗 販売委託先店舗A 販売委託先店舗B

自店舗及び委託先店舗の
売上・在庫・入出庫の管理

委託先からは月1回で売上データが来る
自店舗の売上データはリアルタイム
委託先により売上データ形式はバラバラ
同商品でも自店舗と商品名違うケースも
生成AIでデータを揃えてから取り込む

商品納品



事例4. Adobeイラストレータのデータを自動チェック

4

生成AI

イラストレーターデータ
(拡張子.ai)

Adobe
スクリプト
(拡張子.jsx)

生成

原稿チェック実行

印刷会社での事例

客先から送られてくるAdobeイラストレーターのデータを
Adobeのスクリプトで自動チェック。

スクリプトはJavaScriptにAdobe製品独自の拡張機能を
付加したもの(拡張子.jsx)。

チェックしたい内容を生成AIに伝えて、スクリプトを生成。



事例5. 受注FAXデータを基幹システムに自動転記
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制御プログラム

受注FAXフォルダ Excelファイル

受注FAXデータはPDF化済み
各社、発注書の形式はバラバラ

Gemini CLI

① ②

Excelからデータを取得し
受注入力画面に転記する

プログラム

基幹システム
受注入力画面



事例6. 制作指示書の数値をイラストレータに自動転記
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制作指示書

イラストレーター

Adobe
スクリプト
(拡張子.jsx)

生成AIで読み取って
スクリプト生成

イラストレーターに
設定値を自動入力

印刷会社での事例

制作指示書に書かれている原稿データの設定数値を、
自動でAdobeイラストレーターに設定する。

制作指示書を生成AIに読み込ませ、必要な値をイラストレーターに
設定するスクリプトを生成する。

スクリプトはJavaScriptにAdobe製品独自の拡張機能を
付加したもの(拡張子.jsx)。



請求データ

事例7. 請求書と社内仕入れ記録を自動で突合せ
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生成AI

社内仕入れデータ

仕入れ元からの仕入れ商品データと、
社内の仕入れ商品データが整合して
いるか、生成AIを使って突合せ。
・商品ID等が無い
・商品名が合致していない
・仕入れの日付も必ずしも合致していない
とのことで苦戦しつつも奮闘中。

結果データ



事例8. ネットモールと自社システムをつなぐ
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ネットモール・
各量販店専用システム

自社基幹システム・
ネット通販用システム

CSV CSV生成AI

自転車の輸入販売業
販売先として、
・自転車屋(FAX受注有り)
・大手量販店
・自店舗
・楽天/アマゾン等のネットショッピングモール等
在庫を保管する倉庫も複数存在


